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仕 様 書 

 

１ 委託業務名 

令和元年度文化庁メディア芸術祭地方展の企画・運営 

 

２ 事業の目的 

文化庁メディア芸術祭地方展（以下「展覧会」という。）を開催し，地方にお

いて優れたメディア芸術を鑑賞する機会を提供することにより，地方における

メディア芸術の認知度の拡大や，メディア芸術の振興及び普及を促進し，我が

国のメディア芸術の創造とその発展を図ることを目的とする。 

 

３ 委託業務の概要 

本委託業務が対象とする「メディア芸術」とは，デジタル技術を用いて作ら

れたアート作品及びエンターテインメント作品，アニメーション作品，マンガ

作品とする。 

本委託業務は，地方において，文化庁メディア芸術祭の受賞作品（審査委員

会推薦作品を含む）（以下「受賞作品」という。）を中心としたメディア芸術を

展示・上映し，解説等を行う展覧会を開催し，優れたメディア芸術の鑑賞機会

を提供するものである。 

 

４ 業務期間 

  委託契約締結日から業務が完了した日又は令和２年３月３１日のいずれか

早い日までとする。 

 

５ 委託業務の範囲 

  受託者は，本委託業務に係る下記の業務を行うものとする。 

（１）展覧会を運営する事務局の設置及び事務局業務 

（２）展覧会の開催に係る業務 

（３）展覧会の周知等に係る業務 

（４）その他，必要とされる業務 

 

６ 業務内容の詳細 

（１）展覧会を運営する事務局の設置及び事務局業務 

①  本委託業務の運営に係るスケジュール・経費の管理（謝金規定等の作成を

含む），及び展覧会の企画，運営，事務等の実務を行うための実施体制を

有する事務局を設置する。 

・本委託業務に関して必要となる全ての経費について，適正に収支の管理 

を行うこと。 

・謝金規定の作成における単価等の設定については，「２ 事業の目的」， 



「３ 委託業務の概要」を踏まえた公共性の高い適切な金額及び基準を 

設定し，文化庁の同意を得るものとする。 

・本委託業務を滞りなく行えるよう，適切な実施体制を確立すること。 

②  本委託業務に関する渉外窓口及び広報を行う。（公式ウェブサイトの構築，

運用及び保守管理を含む） 

 

（２）  展覧会の開催に係る業務 

①  展覧会の開催に係る企画立案 

展覧会の開催に関して以下の項目を企画すること。企画に際しては，メデ

ィア芸術に関する認知度が，幅広い年齢層に得られる効果的な企画とな

るよう努めることとし，興味・関心を抱かせる工夫があることが望ましい。 

さらに，開催地の特色を活かした企画を立案するとともに，開催地におけ

るメディア芸術に関する取組の継続的開催に向けた成果が残るよう工夫

することが望ましい。 

○会期の設定 

    原則１０日間程度の期間を確保すること。なお，集客を考慮した期間と 

して２週間以上の会期の設定が望ましい。 

○会場の確保（開催地の選定を含む） 

 展示・上映作品の素材や大きさ，鑑賞のしやすさ等に配慮して，音響や 

展示・上映スペース等を検討し，来場者，会場スタッフ及び会場内の安 

全管理，展示作品の管理が適切にできる会場を確保すること。複数会場 

を予定する場合は，各会場への来場者誘導について十分な措置を講じ 

ること。 

 なお，多くの来場者が見込める等，集客を考慮した会場の確保が望まし 

い。 

○開催テーマの設定 

 企画のコンセプトを明確にすること。開催地にちなんだテーマ等，地域 

の特色を活かしたテーマが望ましい。 

○展示・上映等作品の選定 

 デジタル技術を用いて作られたアート作品及びエンターテインメント 

作品，アニメーション作品，マンガ作品の４分野すべて展示又は上映等 

を行うこと。また，４分野とも過去の受賞作品で構成すること。 

   ○出品者，出演者との交渉 

出展作品の展示・上映方法等の出展条件の調整も含め，十分な協議を行 

うこと。（提案前に出展交渉を行うことも可能とする。ただし，事前交 

渉に関する経費，提案が不採択になった場合の補償等一切の責任は企画 

提案者によるものとする。提案時点ですでに，出展交渉を行っている場 

合は，その状況を企画提案書に記載すること。） 

○展覧会の構成 

    展覧会は，受賞作品等の展示・上映のほか，受賞作家や専門家によるト 



ークイベントや作品解説，ワークショップ等，メディア芸術に関する認

知度を上げるような企画も立案すること。その際，参加型・体験型のイ

ベントが含まれることが望ましい。また，若年層や教員を対象とする等，

対象者を限定する企画も可能とするが，企画のコンセプトを明確にする

こと。 

    なお，展覧会と併せて独自により企画される関連イベントは，企画・立 

案のみ本仕様書の範囲とする。 

○受賞作品以外の展示・上映等 

受賞作品以外の展示・上映等の企画についても，提案は可能とする。 

ただし，提案に当たっては，受賞作品の展示・上映を補完する企画とし， 

企画のコンセプト（メディア芸術祭に関連する内容，開催地の特性を活 

かした内容等）を明確にすること。新たな作品の制作についての提案は 

可能とするが，制作にかかる経費の計上は不可とする。受賞作品以外の 

展示・上映作品数及び規模は，「３ 委託業務の概要」を踏まえ，受賞 

作品の展示・上映数及び規模の２分の１程度を上限とすること。 

なお，実施の可否については，採択された場合のみ，文化庁との協議に 

より，文化庁が認めた場合のみ可能とする。 

   ○来場者の輸送・動員計画 

各会場へのアクセスや集客等，安全かつ効率的で実現可能な計画を 

行うこと。 

②  作品の輸送，設置・撤去 

作品に汚損・破損・盗難等の損害が生じないように，必要に応じて梱包や

美術品保険加入等の手続きを行い，適切に管理を行うこと。 

③  展示作品に関する解説書類や展示用キャプションの制作 

展覧会において来場者が適切に作品鑑賞や体験ができるよう，作品解説

等が記載された書類やキャプション等を制作し，設置・配布すること。 

また，主催者挨拶や文化庁メディア芸術祭に関する基本情報等を必要に

応じて設置すること。 

④  展覧会の運営（展示・上映，解説等の実施） 

当日の運営（事前の会場設営及び事後の撤去等を含む）については，事前

に連絡体制，対応に係る必要な準備を行い，文化庁と協議の上，マニュア

ルを作成すること。 

運営にあたっては，来場者対応及び警備業務（作品の監視業務を含む）等

に十分留意すること。 

⑤  展覧会の実施に必要とされる保険の加入 

⑥  展覧会来場者等に対するアンケート等の実施 

来場者等に対して，アンケート調査の実施や来場者数，イベント参加者数

の把握等の事業の効果検証を行うこと。アンケート調査の調査項目につ

いては，以下を含め，必要に応じて項目を追加すること。来場者数，イベ

ント参加者数は，原則，日別及び会場別に把握し，アンケート結果と合わ



せて，委託業務成果報告書にて文化庁に報告すること。 

○調査項目 

・来場者の属性（性別／年齢／居住地等） 

・文化庁メディア芸術祭地方展の認知経路 

・来場目的，来場動機 

・「メディア芸術」への関心度，認知度 

・文化庁メディア芸術祭地方展（展示・上映作品等）に対する意見・要望 

  ⑦ 展覧会の実施における企画担当者の配置 

    展覧会の実施に際して，事業運営の中核を担う企画担当者を配置するこ

と。企画担当者の資格等は問わないものとするが，メディア芸術又は美

術展覧会等の事業の企画・運営を行った実績を有することを必須とする。 

  ⑧ 開催地との連携 

    開催地の地方公共団体や地元企業等との連携，地元人材等を活用した企

画とすること。提案に際しては，開催地における地域住民へのメディア

芸術の認知度の拡大やメディア芸術に関する継続的な取組の創出，展覧

会開催の知見や技術の獲得など連携によって期待される効果も記載する

こと。 

 

（３）展覧会の周知等に係る業務 

①  展覧会の開催に関する広報・宣伝活動 

展覧会を広く周知するための広報・宣伝活動を実施する。作成した広報物，

掲載記事等は随時，文化庁に提出すること。提案に当たっては，集客を見

込んだ媒体・周知方法等，戦略的な広報計画を作成すること。 

※広報・宣伝活動の実施例 

 ○ポスター・チラシ等の制作，配布 

 ○広告出稿（ウェブ，新聞，雑誌，交通等） 

 ○公式ウェブサイトでの情報公開 

 ○プレスリリース配信 

 ○ＳＮＳ等での情報発信 等  

②  写真・映像等の記録 

展覧会の概観，会場風景等について写真や動画などの記録を撮影すること。

なお，文化庁から提供依頼を受けた際は，協力すること。 

③  広報用データの管理・提供 

展覧会に関する公開可能な情報，画像・動画データ等を管理し，文化庁か

ら提供依頼を受けた際は，作品の著作者の承諾や，媒体への掲載に関する

留意事項等を取りまとめたうえで，提供を行うこと。なお，委託業務期間

終了後も継続して管理・提供に努めること。 

 

（４）その他 

  ① 経費執行の面からも戦略的な計画を行い，展覧会の質の確保に努めること



（例：地方公共団体の共催による会場借用費の減免，地方公共団体や地元

団体の協力による広報・宣伝活動の強化，企業の協賛による展覧会の質の

向上 等） 

  ② 共生社会の視点を踏まえた企画内容の提案等，展覧会における新たな波及

効果が見込まれる取組を期待する。 

 

 

【参考】平成３０年度開催実績 

  ・文化庁メディア芸術祭須賀川展「創造のライン，生のライン」 

会期：平成３１年２月２７日（水）～３月１７日（日） 

会場：須賀川市民交流センター「tette」（須賀川市中町４－１）  

 

・文化庁メディア芸術祭やんばる展「見えるものと見えないものと」 

会期：平成３０年１２月１５日（土）～平成３１年１月２０日（日） 

会場：大宜味村立旧塩屋小学校（国頭郡大宜味村塩屋５３８） 他 

 

・文化庁メディア芸術祭飛鳥・橿原展「ことば・つながる・セカイ」 

会期：平成３１年２月１８日（月）～３月３日（日） 

会場：橿原市役所分庁舎「ミグランス」(橿原市内膳町１丁目１－６０）  

                             他    

 

  ・文化庁メディア芸術祭 歴代受賞作品 

    http://archive.j-mediaarts.jp/   

 

 

７ 委託業務遂行上の留意点 

（１）  委託契約締結後でなければ事業に着手することができないため，事業開 

始日には十分に留意すること。 

（２）  業務の遂行に当たっては，文化庁と綿密な打合せを行い，打合せの都度， 

記録を作成すること。 

（３）  本仕様書に定めがない事項については，文化庁と十分な協議の上，行うも 

のとする。 


